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はじめに
今後、王治本
（号漆〈
桼
〉園。一八三五～一九〇八）
の北海道におけ
る足跡をたどってみたいと思うが、筆者のこれまでの調査では、明治
（以下、誤解を招く恐れのない限り、 「明治」の年号は省略する）
十六年
と十七年に函館に、三十九年秋冬に札幌等に、それぞれ彼はその足跡を印している。それらのうち、 今回は函館 おける足跡について、筆者が収集した資料に基づき、叙述してみたい。
十五年五月からの一年余りに及ぶ、甲斐・駿河・遠江・三河・尾張・
美濃・越前・加賀・越中を経めぐる大旅行を終えて
１
東京に帰った
王治本は、息つく暇もなく、今度は海路を利用 、越後と佐渡を訪れた
２。函館は越後までの航路の経由地として訪れたに過ぎないの
だが、ここでも王治本はそれ りの詩文交流を行っている。函館における王治本の活動については、つと 王暁秋氏が一 八六年、函館を訪れ、 函館市図書館で得た資料
（主として『函館新聞』 ）
に基づき、
その概略を紹介してくださっている
３
が、本稿では今少し資料を補
充し、かつ今少し資料の内容に踏み込む ともに 治本に関係した人物の説明等も加えながら、描き出してみたい。
　　
一、明治十六年
十六年七月十四日、王治本は、同族の王
斝
侯・王琴仙
４
とともに
函館港に到着した
５。翌十五日の『函館新聞』に「清客漫遊」とい
う見出しの下、次のような記事が載っている。
詩文書画を以て東京に有名なる清客王
黍ママ
園王
斝
侯王琴仙三氏は
昨日豊嶋丸にて来函され是より新潟地方を遊歴さるヽといふ三氏ハ東京に在て文墨の諸大家と共に遊び詩書画共何れも絶妙にして清客中にも屈指の人々な ば定めし又た当港文雅の人々にも之が揮毫を乞ふもの多からん
そして、二日後の十七日の同紙には、これに関連する二つの記事
が載っている。その見出しは、それぞれ「清客」と「書画会」である。まず前者を挙げよう。
筆硯を携へて飃然来遊せし清客王漆園王琴仙王
斝
侯三氏は豊川
町武蔵野楼に投宿し同楼にて揮毫望みに応ずるとぞ同氏等は日本に在る
己ママ
に久しき事ゆへ畧ぼ日本語をも解し得て殊に潤筆の
如きハ夫々刷物にて定めあれば何人にあれ直 望の者は同楼に就き同氏等に依頼するも差支へることな 啻書画の揮毫のみならず王漆園氏は詩文の添削
幷
に題跋の如きも乞ふに応じ又王琴
仙氏は篆刻をもさるヽなり是等も夫々規定の謝儀 り一昨日は
函館における王治本の詩文交流
柴田清継
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谷地頭浅田屋
６
にて文雅の人々小集して同氏等も来会せしが漆
園氏其他は席上詩作等もありたれば次号に載すべし
残念ながら、ここに言うところの十五日に「小集」したという
「文雅の人々」や「漆園氏其他」の「詩作等」は、次号に掲載されておらず、確認することができないが、函館の吟社である巴水吟社の社員の少なくとも一部が、当然その参加者の中に含まれていたであろうと思われる。巴水吟社の社員としては この年の八月四日の『函館新聞』に「巴水吟社吟稿」という見出し 下、 「同社の諸氏が小貫霞浦翁 新居を賀せし作なりとて其稿を寄せられたれば爰に録す」としてその作品が録されている、窪田莪陵、野沢天籟、菊池斗洲、渡辺西湖、岡野善哉、鶴田梧山がこれに当たると見ていいだろう。小貫霞浦については後述すること し 他 人物について現在分かっている範囲で説明しておこう。野沢天籟は、 その名は廸。 『館県職員録
　
明治十六年一月一日改』に「五等属
　
地理課長心得
　
野沢房迪
　
静岡県士族」として載る人と思われる。 『日本及日本人』
第四七九号
（四十一年）
「東瀛詩観」
（漢詩欄）
に作品が載っている。
菊池斗洲は、 石川鴻斎が漢詩の添削を いた 『翠園餘芳』 第弐集
（翠
園社、 十七年一月）
に「函舘
　
菊地斗洲」として、 同誌第四集
（同年三月）
に「斗州菊地常」としてそれぞれ作品が載っ いる人物と見られ 。
次に後者には、
明日は前号にも記せし豊川町武蔵野にて菊地氏の書画会には幸ひ同楼の事といひ彼の清客王漆園王琴仙王
斝
侯の三氏にも臨席
して需めに応じらるヽよしなれば一段盛会なると思はれ升
とあるが、文中の菊地氏は菊地斗洲であろうか。
七月二十五日の『函館新聞』には「清客」という見出しの下、
王漆園王琴仙王
斝
侯の三氏は先頃より武蔵野にて頻りに揮毫さ
るヽところ来る廿九日新潟行の汽船あるため同船へ乗込み同地へ赴むかるヽに就き最早在函も日少なきことゆへ一旦立去らずてハ又来遊の日もいつと期し難く去ば同氏等の揮毫を望むは今のうちなりとて何れ 先を争ひ滞函のうちに揮毫を乞ハんと日々詰か
のママ
実に絖又は紙等山の如くなるも一向に苦ともせず毫
を揮はるヽは流石翰墨に名を得し人々ゆへ又別段のものかなと驚歎せぬも はなしといふ又 氏は函館八勝詩を得たればこヽに録す其他は追々に記すべし
として、次に王治本の「函館八勝詩」が掲載されている。高龍寺暁鐘、臥牛山暮雪、大森晴嵐、立待秋月、旭橋夕照、公園夜雨 東風泊帰帆、谷地頭落雁の八景である
７。いくつか挙げることにしよう。
　　
函館八景
海寺一杵鐘
　　
海寺
　
一たび鐘を杵けば
東方破暁紅
　　
東方
　
暁を破りて紅なり
濤声相
鞺
鞳
　　
濤声
　
相
鞺
鞳
〔ザブーン、ザブーンと音を立てる〕
し
驚起水底龍
　　
驚かし起こす
　
水底の龍（高龍寺暁鐘）
北風一夜雪
　　
北風
　
一夜の雪
堆満臥牛穴
　　
堆
うずたかくつ
みて満つ
　
臥牛の穴
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牛毛何皚々
　　
牛毛
　
何ぞ皚々
〔白いさま〕
たる
牛背高且凸
　　
牛背は高くして且つ
凸たか
し（臥牛山暮雪）
霽色擁雲嵐
　　
霽色
〔晴天〕
　
雲嵐
〔山中の雲霧〕
を擁し
遠山露
鬖
々
　　
遠山
　
露
鬖
々たり
晴空天一
　　
晴空
　
天
　
一色
目断海東南
　　
目断す
　
海の東南（大森
　
晴嵐）
立待崕前立
　　
立待崕前に立ち
拄杖望明月
　　
杖を拄きて明月を望む
月自海中升
　　
月
　
海中より升り
秋輝更皎潔
　　
秋輝
　
更に皎潔なり。 （立待
　
秋月）
清波蕩夕照
　　
清波
　
夕照
　
蕩き
橋畔足幽眺
　　
橋畔
　
幽眺
　
足る
暮色固然佳
　　
暮色は
固もと
然より
佳けれども
暁晴亦可料
　　
暁晴も亦料る可し（旭橋
　
夕照）
詩句の後に、王治本の次のような識語がある。
癸未夏六月、客游函海、寓居鍛冶橋畔。間常与友、煎茗劇談、探勝訪奇友。有以此中八景告我者。夜牕無事、率按景、各賦五言絶句、一首聊以写興、不自知其工拙也。
〔癸未夏六月、函海に
客游し、鍛冶橋畔に寓居す。間にして常に友と、茗を煎て劇談し、勝を探りて奇友を訪ぬ。此の中の八景を以て我に告ぐる者有り。夜牕
　
事無
く、率として景を按じ、各おの五言絶句を賦し、一首ごとに聊か以て興を写きたれども、自らは其の工拙を知らざるなり。 〕
七月二十九日の『函館新聞』には「贈答唱和」という見出しの下、
両三日前末広町石黒源吾氏（天禄堂）方にて来遊の支那人王氏等と本港文雅の諸君を招待し小集あり筆談にて興ある事ども応答ありて主客頗る興に入り快よく楽まれたるよし其折の贈答唱和の作を得たれば茲に録す
と記されている。石黒源吾は、十五年五月、函館でビールの製造を始めた人物である
８。作品が録されているのは、霞浦小貫庸徳と王
治本である。小貫庸徳
（一八三二～九六）
は、霞浦と号し、河野常吉
編著『北海道史人名字彙』によれば、 「常陸国新治郡志築村に生れ、（中略）
明治四年開拓使十四等出仕に補し、函館支庁庶務文案掛を命
ぜら」れ、 「十一年開拓六等属に進」み、 廃使の際函館県属に任じ、十九年北海道庁属となり、 依然函館 在勤」し、 「二十年非職とな」った人物である
９。この日の『函館新聞』所載の彼の作―「呈王漆園
詞宗及王
斝
候・王琴仙二君」二首から、其二を掲げよう。
　　
呈王漆園詞宗及王
斝
候・王琴仙二君
　
其二
　
霞浦小貫庸徳
偶有高軒過草堂
　　
偶たま高軒
〔身分の高い方〕
の草堂に過る有り
門牆四壁忽生光
　　
門牆
　
四壁
　
忽ち光生ず
君家自古多明哲
　　
君が家は古より明哲多く
吾輩于今奉瓣香
　　
吾が輩は今において瓣香を奉ず
〔敬慕するの意〕
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道義何論新建伯
　　
道義
　
何ぞ論ぜん
　
新建伯
〔意味不明〕
文章復見老漁洋
　　
文章
　
復た見る
　
老漁洋
〔漁洋は清の王士禛の号〕
相逢休恠相思切
　　
相逢う
　
恠しむ休かれ
　
相思の切なるを
曾望雲霓天一方
　　
曾て雲霓
　
天の一方を望みぬ
 10
王治本の作は、これに対する次韻の作―「集飲天禄堂、酒間霞浦
詩伯貽我七律二首、 即席次韻以答之」二首と、 「夜酌賦謝天禄堂主人、幷
似同座諸友」と題する二首が掲載されている。後二首を掲げるこ
とにしよう。
　　
夜酌賦謝天禄堂主人、
幷
似同座諸友
酒国敞華筵
　　
酒国
〔酔境〕
　
華筵
　
敞ひら
き
霓裳集衆仙
　　
霓裳
〔神仙の衣裳〕
　
衆仙
　
集う
歓娯忘昼夜
　　
歓娯して昼夜を忘る
歌舞有嬋娟
　　
歌舞に嬋娟
〔美人〕
有り
領略煙霞趣
　　
領略す
　
煙霞の趣
流連翰墨縁
　　
流連す
〔離れるに忍びない〕
　
翰墨の縁
欣逢狂酔夕
　　
逢うを欣ぶ
　
狂酔の夕べ
恰好納凉天
　　
恰おりし
好
も納凉の天
紅燈照座夜飛觴
　　
紅燈
　
座を照らし
　
夜
　
觴を飛ばす
雄
辨ママ
高談楽未央
　　
雄辨
　
高談して
　
楽しみ未だ央きず
不是絃歌能酔我
　　
絃歌
　
能く我を酔わすにあらず
従来詩酒本清狂
　　
従来
　
詩酒
　
本
　
清狂なり
八月三日の 『函館新聞』 には、 次のような王治本の作が載っている。
丈夫何事涙潜々
 11　
丈夫
　
何事ぞ
　
涙
　
潜々たる
話到分離襟已
班ママ
　　
話して分離に到るや
　
襟
　
已に
班まだら
なり
非効伯夷居朔海
　　
伯夷に効いて朔海
〔北海〕
に居るに非ず
差如老子過函関
　　
差やや
老子の函関
〔函谷関〕
を過ぐるが如し
写成恨賦難消恨
　　
恨賦を
写か
き成すも
　
恨みを消し難く
愛作間游転不間
　　
間游を作すを愛するも
　
転た間ならず
八々烟波従此去
　　
八々烟波
　
此れより去り
籍
 12探奇勝破愁顔
　
 奇勝を探るに
籍か
りて
　
愁顔を破らん
詩の後に次のような識語がある。
将赴新潟、賦此告別巴洲
 13諸友翁、録請伊藤先生、布諸新聞、
以代面叙。
〔将に新潟に赴かんとし、此れを賦して別れを巴洲の諸友
翁に告げ、録して伊藤先生に請いて、これを新聞に
布の
せしめ、以て面叙
に代えん。 〕
　　
辱交漆園王治本倚装率吟
ここに見える伊藤先生とは、 「北海道新聞事業の祖にして」 、 「十一
年一月七日函館新聞を創刊」した伊藤鋳之助（
一八三二～一九〇七）
 14
のことと考えられる。
さて、七月二十五日の記事で予告されたとおり、王治本一行は
二十九日発の汽船に乗り込んだものと見え、 八月四日の『新潟新聞』雑報に 「清客着港」 という見出しの下、 次のような記事が載っている。
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兼て記せし
 15清客王仁爵、王
黍ママ
園、王琴仙の三氏は昨日午前七
時滊船社寮丸にて函館より着港古町通五番町若林清弥方へ投宿せり王仁爵氏は詩と書とを善くし王
黍ママ
園氏もまた同じ王琴仙氏
は画と篆刻とに巧み 兼て詩を賦すよし
（後略）
　　
二、明治十七年
王治本と王
斝
侯は十一月十八日に新潟を発ち、悪天候のためし
ばらく佐渡に滞留した後、十二月六日に函館にたどり着いた。着後、新潟で世話になった坂口五峰
（一八五九～一九二三）
・小崎藍川
（一八六三～一九一〇）
あて送った書簡の中に、函館には五日ほど滞
在の後、東京に帰るつもりだと記している
 16。十二月八日の『函館
新聞』に「清客来函」という見出しの下、次のような記事が載っている。
過るころ一度来函せし清国書家王
黍ママ
園、王
斝
侯の両氏は其のち
新潟港に滞在せしが一昨日
瓊たま
浦うら
丸まる
にて再び来函し東浜町旅人宿
キト方に止宿せるよし尤も当地には暫く滞留の積りな といふ
王氏三人は十六年八月に新潟着後、始終一緒に行動していたわけ
ではない。
斝
侯は山形県酒田に赴く予定を急に取りやめ、治本とと
もに函館行きの船に乗ったが、琴仙は別行動を取ったのである
 17。
王治本の函館滞在日数は、予定よりやや長くなったようで、十二
月十六日の同紙に「清客王漆園詞宗送別会」の見出しの下、次のような記事が載っている。
去十四日蓬萊町笹川亭にて近日新潟より帰京の途次暫時滞函されし清人王漆園詞宗の為めに送別会を開き当港文雅の人々凡そ三十名餘り来会し清談歓をつくし語の足らさるところは筆をやとひ之を補ひいと興多きことなりし席上漆園詞宗 留別作を得たればこゝに録出す
　
留別作とは、次の二首である。
重到蓬萊訪衆仙
　　
重ねて蓬萊に到りて
　
衆仙を訪い
一尊緑酒結前縁
　　
一尊の緑酒
〔美酒〕
　
前縁を結ぶ
来時
揚ママ
柳帰時雪
　　
来る時は揚柳
　
帰る時は雪
不覚飄零
己ママ
隔年
　　
覚えず
　
飄零
　
己すで
に年を隔てたり
游跡如雲逐鴈過
　　
游跡
　
雲の如く
　
鴈を逐いて過ぎ
歓情偏少別愁多
　　
歓情は偏に少なく
　
別愁
　
多し
滔々函水東流去
　　
滔々たる函水
　
東に流れ去る
遮莫江頭唱踏歌
　　
江頭
　
踏歌を唱うなかれ
 18
　
この後に、
光緒甲申冬十月、自越北返函。回首前游、倏忽更柳雪。留寓旬日、将復東帰、辱承
　
旧雨諸好、置酒蓬萊島上、為余祖行、
倍覚依々不忍舎去也。酔餘卒賦二絶、聊以告別。伏乞正之。〔光緒甲申冬十月、越北より函に返る。首を前游に回らせば、倏忽として柳・雪
更
いれかわ
る。留寓すること旬日にして、将に復た東に帰らん
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とするに、旧雨諸好の、蓬萊島上に置酒し、余が為に祖行するを承くるを辱くし、倍ます依々として舎て去るに忍びざるを覚ゆるなり。酔餘
卒
あわただ
しく二絶を賦し、聊か以て別れを告げたり。伏して乞う
　
之
を正せ。 〕
漆園王治本
　
初稿
との識語がある。また、同日の同紙にはもう一つ、次のような記事も載っている。
王漆園氏は今日の兵庫丸にて帰京同行の書家王
斝
候ママ
氏は末広町
七十八番地浄玄寺鐘楼の傍富沢兼吉といふ家の楼上へ
移うつ
寓
り専
ら依頼に応し揮毫さるゝよし
その後、十二月十八日の同紙には緑軒
毛めんじゅ
受
亀齢
（一八五四～？）
の
次のような詩が載っているが、二首目の韻から見て これも送別会での作のようである。
漆園王詞伯、以壬午之夏、游北越諸州、今茲甲申之冬、見
 19到函館。韻流載酒者、日夜不断。将以近日帰東京。同
人相謀、開別筵于蓬萊之笹亭。此日会者三十人。席上賦此以餞。
〔漆園王詞伯、壬午の夏を以て、北越諸州に游び、今茲甲
申の冬、函館に到る。韻流の酒を載する者、日夜断えず。将に近日を以て東京に帰らんとす。同人相謀り、 別筵を蓬萊の笹亭に開く。此の 会する者三十人。席上
　
此れを賦して以て
餞おく
る。 〕
　　
緑軒
　
毛受亀齢
奇勝遍探北海州
　　
奇勝
　
遍く探りぬ
　
北海州
定多妙句錦囊収
　　
定めし妙句の錦囊に収まるもの多からん
旗亭処々知王渙
　　
旗亭
　
処々
　
王渙を知り
団扇家々画陸游
　　
団扇
　
家々
　
陸游を画く
雲樹多年労夢想
　　
雲樹
　
多年
　
夢想を労したり
琴樽半日掃吟愁
　　
琴樽
　
半日
　
吟愁を掃わん
相逢不忍遽相別
　　
相逢えば
　
忍びず
　
遽かに相別るるに
憾越娃無一笑留
　　
憾むらくは越娃
〔新潟美人のことか〕
も一笑
　　　　　　　　　
の留むる無きを
第三句は唐の薛用弱の『集異記』所載のいわゆる「旗亭画壁」の
故事
 20を踏まえ、第四句は陸游
（一一二五～一二一〇）
の慶元二年、
七十一歳の時の作である「六月二十四日夜分、夢范至能・李知幾・尤延之同集江亭、諸公請予賦詩、記江湖之楽、詩成而覚、忘数字而已」詩の尾聯―「呉中近事君知否、団扇家家画放翁」
（我が故郷の近
頃の出来事を、君たちは知っているか。どの家の団扇にも、釣り人姿の放翁が描かれているよの意）
を踏まえていると思われる。作者が表現した
いのは、王治本が知る人ぞ知る存在になっているということであろう。第五句は、友人と遠く隔たっていることを言う「雲樹 思」の典故
 21を用いていると見られる。
　　
酔中次王詞伯韻以戯
行雲流水倏然過
　　
行雲流水
　
倏然として過ぐ
其奈朅来離別多
　　
其れ朅来
〔その後〕
離別多きを奈せん
少女不知騒客恨
　　
少女は知らず
　
騒客の恨み
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燈前漫唱莫愁歌
　　
燈前
　
漫ろに唱う
　
莫愁歌
 22
前作の「雲樹之思」の典故といい、 この作の「朅来」の語といい、
作者が王治本とすでに面識があったと取れるが、その裏付けとなる資料は得られていない。
緑軒毛受亀齢は『函館繁昌記』に「明治十七年一月於巴港臥牛山
麓之寧静蝸庵
　
友人緑軒酔士毛受天真題
幷
書」として題辞を書いて
いる。この人については、 『百花欄』第三集（三十六年三月）の「作家姓氏」欄に「毛受真、字士正、通称真一郎。安政元年一月廿日生。美濃国郡上人。臺湾臺南保西宮街寓」とあるのが参考になる。この時、三十歳、三十六年当時 台湾に住んで た
 23。
十七年の函館滞在に関しては、最後に十二月二十二日 『函館新
聞』の「稼圃の画跋」という見出しのある記事を取り上げよう。それは、
寺田君の珍蔵さるゝ江稼圃の禽石小幅をさきに来遊せし王
黍ママ
園
氏が一見し其画の凡ならざるを評し之に跋語を添へたり
（中略）
其跋文の写しを得たればこゝに録す
というもので、次のような王治本の文章が掲載されている。
昔我邦人、客游崎陽、以画著名者、有沈南蘋・伊孚九・張秋糓ママ
・江稼圃・陳逸舟諸人。其範水摸山、絵蘭作竹、各有可観。
然或為画師、或為商客。唯稼圃乃以一介書生、鬱々不得志、遠游海外。故其落筆、凡一山一水、 花一鳥 即絶不経意、中自
饒神韻、 無半些塵渣繞其筆。余自到東、 得賞観者多矣。曾有句云、「名士東来翰墨遺、今朝展巻我題詩。他年読到我題句、不識鑒評又属誰」 。所謂「後之視今亦猶今之視昔」 。為跋斯語。故不能無感也耶。
〔昔
　
我が邦の人の、 崎陽に客游し、 画を以て著名なる者に、
沈南蘋・伊孚九・張秋
糓
・江稼圃・陳逸舟の諸人有り。其の水に
範なら
い山
に
摸なら
い、蘭を絵き竹を作る、各おの観る可きあり。然れども或は画師た
り、或は商客たり。唯稼圃のみ乃ち一介の書生を以て、鬱々として志を得ず、遠く海外に游ぶ 故に其 筆を落とすや、凡そ一山一水、一花一鳥、
即たと
い絶えて意を経ずとも、中に
自
おのずか
ら神韻饒かにして、半些の塵
渣の其の筆端を繞るも無し。余東に到りしより、賞観するを得たること多し。曾て句有り 云う、 「名士
　
東に来りて
　
翰墨遺り、今朝
　
巻を
展げて
　
我
　
詩を題す。他年
　
我が題句に読み到らば、識らず
　
鑒評又
　
誰にか属せん」 。所謂 「後の今を視る亦猶お今の昔を視るがごとし」 なり。為に斯の語を跋す 故に感無きこと能わざ かな。
 24〕
　　
光緒甲申小春月重到函海得観
　　
松軒先生所蔵稼圃老人禽石小幅為書数行還之
　　　 　　　　　　　
浙東漆園逸士王治本題跋
　　
おわりに
以上、王治本の十六、 十七年の函館での足跡をたどってみた。実
は三十三年の三月、五月、九月の『函館毎日新聞』詞壇にも王治本の名が散見するのであるが、彼がこの頃渡道したか否か、判断するに足るだけの資料がない。今後の課題としたいと思う
 25。
（しばた・きよつぐ
　
本学教授）
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注
１
 この旅行における彼の足跡と詩文交流については、拙稿「明治十五年
　
王
治本の旅と詩文交流―旅立ちから東海道を経て越前滞在まで―」 （ 『武庫川国文』第八十号、二〇一六年） 、 「王治本
　
明治十五、 六年の北陸漫遊と
詩文交流―加賀・越中・能登・越前」 （ 『日本語日本文学論叢』第十二号、二〇一七年） 。
２
 王治本の越後・佐渡における足跡と詩文交流については、拙稿「王治本
　
越佐の旅
　
およびその間の詩文交流――明治十六、 七年を中心として」 （ 『新
潟県文人研究』第十五号、二〇一二年） 、 「王治本
　
越佐の旅
　
およびその
間の詩文交流―追補」 （同第十七号、二〇一四年）等。
３
 王暁秋『近代中日文化交流史』 （中華書局、一九九二年）中編、第七章、第三節「漫歩覧勝蓬萊島」 、大庭修・王暁秋編、日中文化 史叢書第一巻『歴史』 （大修館書店、 一九九五年） 四章三 ２「民間人士の日本紀行」 、及びその中国語版である王暁秋・大庭修主編『中日文化交流史大系
　
歴史
巻』 （浙江人民出 社、一九九六年） 四章、２「民間文人的扶桑之游」 。
４
 二人とも王治本と同じ寧波府慈谿県 出身。王
斝
侯（一八四三～九五）は、
その名が汝修 仁爵 も） 、
斝
侯はその字。十三年に来日、十五年二月か
ら八月まで東京の築地で商売を営み、書画を善くした。王琴仙（一八四七～九八）は、その名が藩清、字が体芳、琴仙はその号 に来日、初めは日清社の中国語教師をしていたが、 後に文事を生業とするようになった。書画を善くし、声律に通じていた。以上 王宝平主編『日 蔵晩清中日朝筆談資料
　
大河内文書』 （浙江古籍出版社、二〇一六年）附録三「筆談者
小伝
幷
索引」による。
５
 横浜開港資料館に保管されている「小笠原家文書」に、 「函館鍛冶橋畔武蔵屋にて王
泰ママ
園」が「東京横網町１丁目
　
小笠原虚舟」あて「
11日午後発
14日函館着それより新潟へ赴く」旨書き送った書簡（番号「書簡」
84）が
あるらしい（ 「横浜開港資料館保管
　
小笠原文書目録稿」 、 『横浜開港資料
館紀要』第十号、一九九二年）が、未見。
６
 この記事中に見える豊川町武蔵野楼、谷地頭浅田屋は、十七年四月に出版された高須墨浦『函館繁昌記』に見えるところの、それぞれ豊川橋畔の烹飪
肆、兼旅店の武蔵埜楼、谷地の南角に翼然として立つ割烹店の浅田楼と
考えられる。なお、 『函館繁昌記』は新日本古典文学大系
　
明治編
15『翻
訳小説集
　
二』 （岩波書店、二〇〇二年）所収。
７
 高龍寺は台町（現船見町）にある曹洞宗の寺。臥牛山は函館山 こと。大森は函館東方の海浜。立待は函館山の南東に突き出ている岬。公園は函館公園のことか。８ 清水憲朔・大西剛編『はこだてと外国人居留地』街並・文化編（ こだて外国人居留地研究会、二〇一三年）十頁。９ 河野常吉編著『北海道史人名字彙』上、北海道出版企画センター一九七九年。
10 『孟子』梁恵王下の「民望之、若大旱之望雲霓也」に基づき、待ち望む念の切なりしことを言うものと思われる。11 この「潜々」は「潸々」 （涙が らはらと流れる様 の誤りと考えられる。12 この「籍」は「藉」の誤りと思われる。13 「巴洲」は函館のこと。 『函館繁昌記』前編冒頭に、函館の「湾をば一に巴港と称するは、以て巴字の状を為せばなり」 （もと漢文）とある。14 岡田健蔵編輯兼発行『函館市功労者小伝』 （函館市 一九三五 四十四頁。15 七月十七日の同紙雑報で「清客遊歴」とい 見出しの下、三人 新潟来訪を予告する記事を掲載した を承けている。16 前掲拙稿「王治本
　
越佐の旅
　
およびその間の詩文交流――明治十六、 七
年を中心として」一五一頁。17 田宮覚「清国書家の来越（明治十六～十七年）―徐晏波と王治本を中心として―」 （ 『新潟県文人研究』第六号 二〇三年） 十五～七十六頁。
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18 李白 「贈汪倫」 詩の 「李白乗舟将欲行、 忽聞岸上踏歌声」 の句を踏まえている。19 この「見」は衍字と思われる。20 次のような故事である。粉雪のちらつく、開元年間のある寒い日、詩人として名を斉しくしていた王昌齡・王之渙・高適の三人が旗亭へ行ったところ、歌妓四人が登楼 楽を奏で歌を歌っていた。これを見た昌齡がこっそり次のような提案をした。歌妓が自分た 三人の中の誰かが作った歌を歌ったら、 壁に印をつけよう 昌齡作の た者が二人、 高適作をた者が一人だった。之渙 一番器量のいい歌妓を指さして言うことには、「あの娘が私の曲を歌ってくれなかったら、私は二度と君たちと競ったりしないよ」 。果たしてその歌妓 歌ったのは、 「黄河遠く上る」で始まる之渙の「出塞」詩だ 。21 杜甫の「春日憶李白」詩の頸聯「渭北春天樹、江東日暮雲」に基づく。22 後半二句は、杜牧「泊秦淮」詩の「商女不知亡国恨、隔江猶唱後庭花」をもじったもの。 戯」れた作品であるから、過度の穿鑿は無用かもしれないが、 「莫愁歌」には、後世の詩人が ばしば「愛情的離合悲歓情懐 を吐露するのに用いるようになっ （辛夷 ・ 成志偉主編 『中国典故大辞典』 （北京燕山出版社、 一九九一年）四五八頁「莫愁艇子」 項）という、 『旧唐書』巻二十九「楽志」二所載の「莫愁楽 が重ね合わせられ いるのではなかろうか。23 三十一年六月二十六日発行の『臺湾総督府報』第三一四号 彙報」によれば、当時、嘉義電信局長の任 あった また 『百花欄』第二十四集臨時増刊では、 「臺湾四家」の一人としてその名が見える。24 崎陽は長崎のこと。 沈南蘋以下五人 いずれも清代の画家 沈南蘋 （一六八二～？）は、名は銓、南蘋はその号。伊孚九（ 六 八～一七四七？）は、名は海、孚九（桴鳩）はその字。張秋穀（谷）は、名は昆、後に莘、秋穀（谷）はその字。江稼圃は、名は大来、稼圃はその号。陳逸舟は、名は
熺
、
逸舟はその号。伊孚九以外は みな王治本と同じ浙江の人。 「後之視今亦
猶今之視昔」は王羲之の「蘭亭集序」の語句。25 三月二十五日と三十一日の『函館毎日新聞』詞壇には、二十五年九月、秋田訪問中の王治本 巖谷 六が佐藤謙堂と男鹿へ吟行した時の作品のうち、一六の作 みが掲載されている。王治本は、詩は掲載されず、一六作に対する評 み掲載されている。当時 この欄の担当者 山田加陽（一八六一～？）だった。この点に関して、詳細は拙稿「巖谷一六と清国文人王治本・陳雨農との交遊」 （ 『書論』第四十三号、二〇一七年）七十四頁に述べた。
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